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2Edge2 v10.5.3 アップデート項目 （11/26 リリース予定）

参考資料または
UIイメージ改善内容改善項目種別

P４
エッジ２設定メニューで変更できる、補正情報のマウントポイントを手入力ではなくダ
ウンロード形式としました。ダウンロードマウントポイント

新機能
機能改善

P5～７
対空標識（GCP）を用いてSFM処理をする際に一部GCPマーカーを自動検出
する機能を設けました。GCPアノテーション機能改善

P10
DJI MATRICE400 P1カメラにて出来形計測までのSFM処理に対応しまし

た。https://enterprise.dji.com/jp/matrice-400DJI MATRICE400（Zenmuse P1） 対応

なし
RTK-SOTENの±１０ｃｍ程度の検証点精度までのSfM処理に対応しました。（RTK処理の
み対応）
https://www.acsl.co.jp/news-release/press-release/3085/

ACSL RTK-SOTEN 対応

P８SFM性能（点群品質向上）とDTM生成性能（ノイズの低下）が改善しましたSFM性能の改善
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改善内容種別

外部無線器を接続しない状態での補正情報配信後、補正情報配信を終了できない不具合について修正しました

不具合改修

既知点の入力画面にて単位を表記するように修正しました

一部特定条件にてGCPありの点群生成処理がうまくいかない不具合を修正しました

GCPアノテーションのUI改善 GCP中心を判断し易いように十字マークを修正しました（この問題によりGCP使用時に精度悪化しているケースが一部あった為対応）

DJI M4Eに限り複数フライトデータのマージSFM処理時エラーが発生、この不具合を修正しました

オフラインから復帰後もエッジ２設定のSCアカウント認証エラーの表記が改善しない問題を修正しました

Edge2 v10.5.3 アップデート項目 （11/26 リリース予定）



4ダウンロードマウントポイント

エッジ２設定画面にて、ネットワークRTKサービスのマウントポイントの指定が手入力からダウンロード方式に変更となりました。



5GCPアノテーション機能改善

V10ではGCPを用いてSFM処理を実施する際に以下のマーカーの位置を自動で検出できるようになりました。

※テストした検証点シートは（白黒３０ｃｍ×３０ｃｍ）と（propeller aeropointsシート６０ｃｍ×６０ｃｍ）です （GSD
１ｃｍ～２ｃｍまでの範囲で検出可能なことを確認しております） GCPの色は白黒以外は現段階NGとなります。



6GCPアノテーション機能改善

SFM実施のGCPアノテーションの際に入力した座標に一致したGCPを下記のように自動検出し検出できたマーカーについては
オレンジ色でピックアップして表示されます。



7GCPアノテーション機能改善

ピックアップできたGCPは中心に自動的にフォーカスされます、万が一中心からズレていたら手動で調整し、OKをタップします
中心の指定が完了すると位置指定済みでグリーンとなります。



8SFM性能の改善
以下の通り標準密度での生成のDTMに於いてもノイズの低減が確認されました。



9SFM性能の改善

一部現場の地形でSFMマッチングエラーが起きや
すい繰り返しパターンの形状であっても、ｖ９で
は発生していたノイズや積層化の大きな改善が確
認できました。
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DJI MATRICE400対応

• DJI MATRICE400対応（出来形測量に対応）

精度検証結果



11Ｖ10.5.3アップロード手順

＜v7以降のアップデート手順＞

・ネットワーク経由でアップデート対象のファイルのダウンロードが完了したのち、再起動ボタン押しを行う

・緑LED点滅から点灯に切り替わると、OS含めてアップデートが完了します。

■■ v10.5.3 RC１

OTA名称：“10.5.3”
FW VERSION：”10.5.3"
OS VERSION : "7.2.0"

・※IOS 18.7.1以上にIPADのOSアップデートすることを推奨いたします。

有線LAN接続など、良好なネットワーク環境なら３０分、LTEなど
であれば１時間以上、環境によっては３時間～４時間程度
⾧時間アップデートに時間が掛かる場合がありますので、ご注意
ください。
※回線速度は下り５０Mbps程度を良好と想定しています、



12v7以前→v10.5.3のアップデートに関するご注意

V7以前のソフトの機体は証明書期限切れによりedge2アプリが接続できないため
iPadのブラウザからhttp://scedge.localを指定して接続しアップデートしてください。
https://ではなくhttp://なのでご注意ください。



13V6以前→v10.5.3のアップデートに関するご注意（再掲）

＜背景＞バッテリ充電に伴う不具合
市場で数件、バッテリの充電ができないという不具合がありました。
根本対策として、バッテリ制御マイコンのアップデートを実施します。
それに伴い、バージョンアップシーケンスが以下のようになります。

①従来通り、アプリがダウンロードされます。
②ダウンロード完了（オレンジの↓）後、電源をOFF/ONください
③OSのダウンロードが始まります。
④OSのダウンロードが終わると、右のポップアップが表示されます。
⑤AC接続し再起動ボタンを押すと、4方向LEDの赤点灯が

しばらく続きますが、そのままお待ちください。
電源OFFとなったら、通常通り再起動すればアップデート完了です。

※⑤の手順でAC給電をしていない場合
通常通り電源のOFF/ONができますが、サブマイコンの
アップデートがなされません。
電源ON中にAC給電し、電源OFFしたタイミングでアップデート
されます。


